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1．　 砕石 の定義と解説

　砕石 に 関連する JIS規格を表
一1に 示す 。

　砕石 （Crushed　Stone）と は岩石 ま た は 玉 石 や砂利を破

砕して造 っ た 骨材を意味す るが ， こ の 定義に つ い て 明確 に

記述し たもの は ない 。 表
一！に も見 られ る よ うに コ ン ク リ

ート関係と道路舗装関係で は こ の 用語 の 受取 り方に差異が

あ る 。す な わ ち コ ン ク リート関係 で は 岩石 な ど を破砕 し て

造 っ た粗骨材 （Coarse 　Aggregate ）を砕石 とし，破砕 し て

造られ る 砂 を砕砂 （Manufactured　 Sand　 for　 Cencrete）

とし て 区別 し て い る。道路舗装関係 で 用い られ て い る JIS

A5001 道路用砕 石 で は，単粒度砕石 に加 えて，ク ラ ッ シ

ャ ラ ン （Crusher−run ， 切込 み 砕石）， 粒度調整砕 石 （Graded

Crushed　Stone） な ど細骨材や 天然骨材 を含む もの
，

ス ク

リー
ニ ン グ ス （Sereenings） の よ うに砕砂に類す る もの ま

で も規格の 中 に含め ， 砕石 と は砕石 工 場 で 生 産 され る す べ

て の 製品で あ る，とで もい え る よ うな広義 の 意味 とな っ て

い る
1｝

。各種舗装要綱 （日本道路協会） で は ス ク リー
ニ ン

グ ス 以 外 の もの を砕石 と し，ス ク リーニ ン グ ス は砂 に 含め

て 砕石 と別 に 取 P扱 っ て い る 。以上の よ うに 用途や基準 に

よ っ て 砕石 とい う用語 の 意味す る範囲 に 差 が あ る の で 注意

表一1　 砕石 に関連す る JIS規 格

し なけれ ば な らな い 。ス ラ グは すべ て の 規格で 砕石 と は 別

に 取 り扱わ れ て い て ， 名称 もそ の ま ま ス ラ グ と呼 ば れ て

い る 。 こ こ で は土質関係 に 関連の 多 い 道路用砕石 （JIS　 A

5001）に つ い て 説明する 。 なお参考 ま で に 砕石 の 用途 別 生

産実績を示 す と表
一22）

の とお りで あ る。鉄道道床用 は国

鉄 の 仕様書に 従 っ て 生産 され て い る 。

2． 規格の経緯

　 こ こ に い う道路用砕 石 は JIS　A 　5001（1977）道路用砕石

に よ る もの で，表
一1 に も 示 し た よ うに 道路 舗装に 使用 さ

れ る 砕石 に つ い て 規定し て い る 。 な お コ ン ク リー ト舗装版

に 用 い られ る コ ン ク リートに つ い て は コ ン ク リ
ー

ト用砕石

の 規格 に よ る 。道路 用 砕石 の 規格は 1952年 に 制定 され ，
1970

年に 大幅な改正 を行っ た 。 こ の 改 正 以前 は 単粒度砕石 の み

に対す る規格 で あ っ た が ，道路舗装工 法 の 多様化 に対処す

るた め に ， ク ラ ッ シ ャ ラ ン ，ス ク リーニ ン グス お よび粒度

調整砕石 を加 え， 4 種類 の 砕石 に つ い て規定する もの に 改

正 された。なお1977年改正 は SI 単位 の みの 改正 で あ る。

3． 原 石 と製造

　砕石 の 原石 に は火成岩 の うち玄武岩，安山岩 ， 石英粗 面

岩 な どの 噴出岩 を ， 火成岩 の うち砂岩 ， 石灰岩を規定 して

い るが ， これ らに準ず
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 道 路の 敷砕石，路盤，歴 青舗装 の 表層や基層
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JIS　A 　50041 コ ン ク リート
3 工 場 で 生産する コ ン ク リ

ー
ト用砕砂 に つ い て

嚠

脚 灘訊灘鷲 髦衛
沸 よ

JIS　A 　5005

　 （1965）

コ ン ク リ＿ト　
ー

般 の コ ン クリ
ー

ト用砕 石 につ い て 規 定 す

用砕石 　　　 る。コ ン ク リートの 用 途 に よ って粒度 を換 え

　　　　　ゆ 種類 に分 類され て い る ・

JIS　A 馭｝11

　 （1977）

コン ク リ
ート

用高炉 ス ラ グ

粗 骨 材

コ ン クリ
ート用 の高炉 ス ラグ粗骨材 につ い て

規定す る。コ ン ク リ
ー

ト用砕 石 に相 当 し．粒

度に よ って 5種類 に 分類 され て い る。

JIS　A 　SO15

　（197g ）　　道路 用ス ラグ

道路の 路盤に使用する ス ラ グに つ い て規定す

る。道路用砕石 の ク ラッ ン ヤ ラ ン ，粒度調整

砕石 に 相当す る。
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る 材質の 岩石 も使用 で

き る。また 砕石 の 最大

粒径 の 3倍以上 の 玉 石

も原 石 に 含め られ て い

て，い わ ゆ る玉 砕 も こ

の 規格 の 適用を受ける。

我が国 の 岩 石 別生 産割

合を表一 33）
に示す 。

岩種 で 道路用砕石 と し

て特 に 問題 とな る の は

歴青材料の 付着性 で ，

結晶の 大きい 石 英質 の

火成岩 は 忌避 され る こ

とが多い
4）・5＞

。

　ee　ffの 製造に お い て

は 粒度，粒 形 を整 え る

表
一2　 用途，品種 別生 産割合
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こ とが 重要 で あ り， 近年は こ

の 点 で 有利な コ ーン ク ラ ッ シ

ャ や イ ン パ ク トク ラッ シ ャ が

一般的とな っ て い る
e）・T）

。 ま

た細骨材の 製造 に は ロ ール ク

ラ ッ シ ャ や 各種 ミル も用 い ら

れ て い る。

4． 種類 と晶質

100 　道路用砕石 の 種類 と粒度範

囲 を表
一4 に示す 。

　4．1　単粒度砕石

　主 と して 歴 青舗装の 表層や 基層 に用 い られ る。粒度以外

の 品質は JIS規格で は表一一5 の よ うで，2 種 は路盤以下 に

用 い られ る 。 ア ス フ ァ ル ト舗装要綱 （1978）で は 1種 の す

りへ り減量を30％以下 に 規定 し て い る。品質 に つ い て 表
一

5 の ほ か粒形，有害物等 に つ い て は現状で は明確に規定で

き な い こ と か ら，土木学会や 目本道路協会 の 規定を参考と

表一4　道路用砕石 の 種類 と粒 度範囲
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表
一5 品 質 の 規 格

種 ・ レ匕 重

、 蓮
12 ．、45 以 上

， 馴
　 　 　 　 1

吸 水 ・ ・小 ・一腱 …

3．o　以下 35　 以下

40　 以下

＊2 種は 歴肯舗装 の 表層や基 礎に使用 して はな らない 。
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す る よ うに な っ て い る 。

　4．2　クラ ッ シ ャ ラ ン および 粒度 調 整 砕 石

　 ク ラ ッ シ ャ ラ ン は 本来 ク ラ ッ シ ャ か らで て き た ま ま で ，

ふ る い 分けを しない 割 り っ ぱな しの 砕石 をい うが ，

一般に

は オーバ ーサ イ ズ を除 い た り，足 りな い 粒径部 分 を補足 し

た り し て造 られ て い る。粒度調整砕石 は ク ラ ッ シ ャ ラ ン に

山砂 ， 川砂等 を加え て混合 し粒度 と含水比 を調整し た もの

で あ る 。表
一 4 の M − 25 は細粒部分 が 多 くな る よ うに 造

られ た ク ラ ッ シ ャ ラン で あ る 。 ク ラ ッ シ ャ ラ ン ，粒度調整

砕石 の い ずれ も粗粒部分は粒度を 除 い て 単粒度砕石 の 品質

に 合格す る もの で な け れ ば な ら な い 。ま た こ れ ら は舗装 の

路盤 に使用 され る の で ， 塑性指数が NP で あ る こ と や修 正

CBR が上層銘盤 で 80以上，下層路盤 で 20以上で あ る こ と

など， 舗装要綱 の 規定 をも満足 す る もの で な け れ ば な らな

い
。 実測 に よ る ク ラ ッ シ ャ ラ ン の 修正 CBR 値は 60〜1σ0

以上 ， 粒度調整砕 石 で は 90〜100 以上 とな っ て い る が
8）

，

クラッ シ ャ ラ ン の 修正 CBR 値 に 高 い もの が 多 く，こ れ に

細粒分 を加 え て粒度調整する こ とに 疑問 を呈す る むきもあ

る。近年上層路盤 に 多用 され る歴青安定処理 工 法 は ク ラ ッ

シ ャ ラ ン に 歴青材 を混合す る もの が多い 。

　 4．3　ス ク リ
ーニ ン グス

　 ス ク リーニ ン グス と は ク ラ ッ シ ャ か ら出 て ふ る い に か け

られ た とき ， そ の 最小 の 目の 開きの ふ る い を通 る もの を意

味 し，単粒度砕石 などの 副製品と して 得 られ る 。 し た が っ

て 細骨材 を造 る 目的 で岩石 を破砕 し た もの は砕砂 と呼 ん で

区別 され る 。 ス ク リーニ ン グ ス は 歴青舗装 の 表層や基層に

用 い られ る もの の み が規定 され ，粒度以外 の 品質と して 塑

性指数が NP で な けれ ば な らな い 。
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